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令和４年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立大宮小学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価 
 

年度目標：安全・安心な教育の推進 

【全市共通目標】 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 80％以上にする。（全

国学力・学習状況調査において令和 3 年度 88.2％） 

〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

 

【学校の年度目標】   

○令和４年度末の本校アンケート調査で、いじめ、規則の遵守や自己肯定感、社会貢献に

関する次のそれぞれの項目について、全学年とも、「当てはまる（どちらかといえば当

てはまる）」と答える児童の割合を以下のとおりにする。 

・「いじめはどんなことがあっても許されないと思う」…100％（令和 3 年度 93％） 

・「学校のきまり・規則を守っている」…85％（令和 3 年度 90％） 

 ・「自分にはよいところがある」…85％（令和 3 年度 86％） 

・「人の役に立つ人間になりたい」…85％（令和 3 年度 98％） 

○令和４年度末の本校アンケート調査で、「学校は生命や人権の尊さについての教育活動を

よく行っている」という項目について「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」

と答える保護者の割合を 90％以上にする。（令和 3 年度 95％） 

○令和４年度末の本校アンケート調査で、「学校は、地震や火災などの非常災害が起こっ

たとき、どう行動したらよいかわかるような教育を行っている」という項目について、

「思う(だいたい思う）」と回答する保護者の割合を 70％以上にする。（令和 3 年度 75％） 

○年度末の本校アンケート調査で、「学校は、多様な体験活動を実施している」の項目に

ついて、「思う(だいたい思う）」と回答する保護者の割合を、85％以上にする。（令和 3

年度 91％） 

本年度の学校の自己評価結果は概ね妥当である。 

運営に関する計画の最終評価から、コロナ禍であっても学校が様々な取り組みや体験活動

を工夫しながら進め、学力や体力等様々な面で大きく成果が出ていることがよく分かった。

また、その取り組みや行事をホームページや学校だより等で積極的に発信ができている。今

後も大宮小学校の子どもたちのために引き続き、様々な取り組みに継続して取り組んでほし

い。 



達成状況の評価に関しては妥当であると考える。 

学校は、子どもや家庭の課題に丁寧に向き合っている。今後も引き続き、一人一人の子

どもを大切にする取り組みを進めてほしい。 

不登校の子どもが学校に来ることができない状況から、少しでもいい方向にいくよう

に、関係諸機関とも連携をしながら、粘り強く支援を続けてほしい。地域もできることが

あれば協力したい。 

今年度は、地域とともに避難訓練・防災体験も実施することができ、有意義な時間とな

った。来年度もぜひお願いしたい。 

年度目標：未来を切り拓く学力・体力の向上 

【全市共通目標】 

・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と

回答する児童の割合を 35％以上にする。（令和３年度は 39.4％） 

・小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント向上させる。 

・小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、最も肯

定的に回答する児童の割合を 50％以上にする。（令和３年度は 57.0％） 

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を 50％以上にす

る。 

（令和３年度全国体力・運動能力調査において、最も肯定的な「好き」を回答する児童の

割合は、53.2％） 

 

【学校の年度目標】 

○令和４年度末の大阪市学力経年調査及び本校アンケート調査で学校の授業時間以外に、

ふだん１日当たりどれくらいの時間勉強をしますか」の質問に「全くしない・30 分より少

ない」と答える児童の割合を５ポイント減少させる。（令和３年度は経年調査 26.7％） 

○令和４年度末の本校アンケート調査で、「『早寝、早起き』を行い、規則正しい生活を送

っている」の項目について「当てはまる(だいたい当てはまる」と回答する児童の割合

を、75％以上にする。（令和３年度は 77％） 

○令和４年度末の本校アンケート調査で、「小・幼・保の連携で、互いの子どもの様子や

教育活動について理解が深まった」の項目について、「思う(だいたい思う）」と回答す

る関係幼稚園・保育所及び本校の教職員の割合を 80％以上にする。 

達成状況の評価に関しては妥当であると考える。 

ここ数年、学力の結果が全国平均や大阪市平均を上回っているのは、大変すばらしい。 

これまで教職員が、学力向上に向けた研修や授業研究を継続して取り組んできた大きな成

果である。また、ここ数年の課題であった体力については、トップアスリートや講師を招

き、取り組みを継続して行うことで、走る種目等の記録が向上していることはうれしい。 

今後も学力・体力向上に向けた取り組みを継続して行ってほしい。 

年度目標：学びを支える教育環境の充実 

【全市共通目標】 

○２～６年で、一日１回は一人一台端末を開き、「心の天気」や個に応じた学習に活用す

る。 



○週に１回は、「ゆとりの日」を設定し、17 時半には全員が退庁する。また、時間外勤務

を 45 時間以内の教職員の割合を、80％にする。 

【学校の年度目標】 

○4 年生以上で教科担当制を最低学期に 1 回設定し、教材研究を深める時間を確保する。 

○地域連携の取組や多様な体験学習により、児童の好奇心・探求心を育み、魅力ある学校

づくりを推進する。 

○学びに関連する様々な学習履歴や行動履歴などの教育ビッグデータを収集し、毎学期ご

とに見直し、活用していく。  

 達成状況の評価に関しては妥当であると考える。 

 学校は、正面玄関、トイレ洋式化、教室 LED 化、ブロック塀等、様々なところの教育環

境を積極的に整備してくれている。地域としても大変ありがたい。今後も、子どものこ

とを一番に考え、取り組みを深めていくための環境を整備してほしい。また、教職員の

勤務時間や健康についても留意いただきたい。 

 
 
 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 

【安心・安全】【学力・体力の向上】【教育環境の充実】の成果や課題を分析し、今後の目

標設定を明確にして、引き続き子どもたちのために取り組んでほしい。地域も学校のために

できることは連携していきたいと考えている。今後も、地域に根差した伝統ある大宮小学校

として、充実した教育活動を展開してほしいと期待している。 


